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0 日 本学術会議会則の一部 を 改正す る 規則
（ 日 本学術会議10) 10 ・ 30
t匡t司 ε』ュ、
0外国 あ て 通常郵便物の 送達等に 関し外国
郵政庁で定め る 条件 に 関す る 件の一部 を
改正す る 件 （ 郵政743) 10 ・ 5
0外国 あ て 小包郵便物の 送達等に 関し外国
郵政庁で定め る 条件に 関 す る 件の一部 を
改正す る 件（郵政744) 10 ・ 5
0 郵便 に 関す る条約 に よ り 外国へ郵送す る
こ と を 許 き な い 物 品 の 一部 を 改正す る 件






o国家公務 員 等共済組合 法 施 行規則 第1 05
条の 2 第 2 項 第 7 号及び同条第 3 項第 3
号の規定に 基づ き 大蔵大臣が定め る 医療
に 関す る 給付 を 定め る 件 （ 大蔵121) 10 ・ 12
o国家公務 員 等共済組 合 法 施 行規則第105
条の 2 第11項 第 6 号の規定に 基 づ き 大蔵
大臣が定め る 医療に 関 す る 給 付が行 わ れ
る べ き 療養 を 定め る 件 （ 大蔵1 22) 10 ・ 12
o国家公務 員 共済組合 法 施行規則第102条
の 2 第 3 項第 2号の規 定 に 基 づ き 大蔵大
臣が定 め る 医療 に 関 す る 給付 を 定め る 件
等 を廃止す る 件 （ 大蔵123) 10 ・ 12
学 内 規 則
富山大学 と民間等との共同研究取扱規則 の制定
富 山 大学 と 民間 等 と の 共 同研究取扱規則 を 次の と お り 制定す る 。
昭和59年10 月 26 日
富山大学と民間等との共同研究取扱規則
（趣 旨 ）
第l条 この規則 は ， 富 山 大学（以下 「 本学」 と い う 。）
に お け る 民間等外部の機関 （ 以下 「 民問機関等」 と
い う 。） と の 共 同 研究 の 取扱 い に つ い て， 必要な事項
を 定め る もの と す る 。
（ 定 義）
第 2 条 こ の規則に お い て 「共同研究」 と は ， 本学に
お い て ， 民間機関等か ら 研究者及び研究経 費 を 受 け
入れ て ， 本学の 教官が 当 該民間機関等 の研究者 と 共
通の課題に つ い て 共 同 し て 行 う 研究 を い う 。
2 この規則に お い て「部局」 と は ， 各学部， 教養部，
ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー及び経営短期 大学部 を いう。
3 この規則に お い て「部局長」 と は ， 前 項 に規定す
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富 山 大学長 柳 田 友 道
る 部局 の 長 （ 経営短期 大学部 に あ っ て は 主事 ） を い
つ。
（研究者の受入れ ）
第 3 条 本学は ， 本学の教育 ・ 研究上有意義で、あ り ，
かつ， 本来の教育 ・ 研究 に 支障 を 生じ る お そ れがな
い と 認め ら れ る 場合 に 限 り ， 民間機関等に 所属す る
研究者 を 民間等共 同研究員 （ 以下 「 共 同研究員」 と
い う 。） と し て 受け 入 れ る も の と す る 。
2 共 同研 究 員 と して 受け 入れ る こ と がで き る 者 は ，
民間機関等に お い て ， 現に 研究業務 に 従事 し て お り ，
共 同研究 の た め に 在職の ま ま 本学に 派遣 さ れ る 者 と
す る 。
（ 共 同 研究の申込み ）
第 4 条 共 同研究 の申込み を し よ う と す る 民間機関等
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の 長 は ， 本学共 同研究の代表者 （ 以下「研究代表者」
と い う 。 ） の 所属す る 部局 長に別 に 定 め る 共 同 研究申
込書 を 提 出 す る もの と す る 。
（ 共 同研究の受入れの決定等 ）
第 5 条 共 同 研 究 の 受 入 れ は ， 教授会 （ ト リ チウム
科学セ ン タ ー に あって は 運営委員 会 ） の議に基 づ き
部局長が決定す る 。
2 部 局 長 は ， 前 項 の 受 入 れ の 決 定に 当 た っ て は，
別に定め る 手 続 き に よ り ， あ ら かじめ共同研究員 の
受 入れの枠及び共同研究経 費 の配 分 を 必要 と す る 場
合 は 共 同研究経費の配 分 を 受け て 行 う もの と す る 。
3 部局長は， 第 1 項の受入れ を 決定 し た と き は ， 学
長並びに契約 担 当官及び民間機関 等 の 長 に そ の旨 を
通知 し ， かつ， 学 内に公表す る もの と す る 。
（ 契約 の締結 ）
第 6 条 契約担 当官は， 前条第 3 項の通知 を 受け た と
き は ， 民問機 関 等 の 長 と 共 同 研究に関す る 契約 を
締結 し ， そ の旨 を学長に 報告 し， 部局 長に通知す る
もの と す る 。
（ 研究料）
第 7 条 共同研究員 の研究料の額は， 1 人につ き 年額
360, 000 円 と し ， 月割 り 計算は行わない。
2 同 一年度 内にお い て， 研究期 間 を 延長 す る こ と と
し た 場合には， 同ーの共 同 研究員に係 る 研究料は，
改めて徴収 し な い。
3 既納の研究料は， 還付 し な い 。
（ 共 同研究に 要す る 経費 等 ）
第 8 条 本学 は， 本学の施設・設備 を 共 同 研究の用に
供す る と と もに， 当 該施 設 ・ 設備の維持 ・ 管理に必
要な経常 経 費 等 を 負担す る 。
2 民間機関等は， 共 同研究 を 遂行す る た め， 前 項に
よ り 本学が負担す る もの の ほか， 特に必要 と な る 謝
金， 旅費， 消耗品 等 の 直接的な経 費 （ 以下 「直接経
費」 と い う 。） を負担す る 。
3 本学は， 必要に応じ， 予算の範囲 内において， 直
接経 費 の一部 を 負担す る こ と がで き る 。
（ 共 同研 究に お け る 設備等 の 取扱 い ）
第 9 条 共同研究に要す る 経費 に よ り 取得 し た 設備 等
は ， 本学に帰属す る 。
2 共同研究の遂行上必要な場合には ， 民間機関等か
ら 直接経費 の ほか， そ の 所有 に 係 る 設備 を 受 け 入れ
る こ と カfで、 き る 。
3 当該民間機関 等 の 所有す る 特定 の 設備 を 使用 す る
こ と が必要で、 あ り ， 当 該設備 を 本学に搬 入す る こ と
報 第252号
が困難な場合には， 研究上必要な限度 内で， 当該設
備が所在す る 施設で研究 を 行 う こ と がで き る 。 こ の
場合に お い て， 本学の教官にあって は 研 究用 務 の た
め の 出 張 と し て 取 り 扱 う 。
（ 研究期 間及び継続研究）
第 10条 共 同 研究は， 受 入れが決定 さ れ た 日 の 属す る
年度内に完了す る もの と す る 。 た だ し ， 特に必要が
あ る 場合は， 年度 を 超 え て 研究 を 継続す る こ と がで
き る 。
2 前 項 た だ し 書 の場合の手続等に つ い て は， 年度内
に完了す る 共 同研究に準 じ て 行 う 。
（ 共 同研究の 中止等 ）
第 1 1条 研究代表者 は， 共 同 研究 を 中止 し ， 又 は 研究
期 間 を 延長す る 必要が生じた と き は， 直 ちに部局 長
に そ の旨 を 報告 しなけ ればな ら な い 。
2 部局 長 は ， 前項の報告 を 受け た場合にお い て ， 天
災そ の 他研究 の遂行上やむ を 得ない事由があ る と き
は， 教授会の議に 基づき ， 民間機関等の 長 と 協議の
上， 当 該共 同 研究 を 中 止 し ， 又 は 研究期 間 を 延長す
る こ と がで き る 。 この場合， 部局長は， 学長及び契
約担当官に そ の旨 を 通知す る もの と す る 。
（ 特許 出 願 ）
第 12条 学長又 は 民問機関等の長は， 本学の教官又は
共同研究員が共同研究の結果 そ れ ぞれ独 自に発明 を
行った 場合に お いて， 特許 出願 を 行お う と す る と き
は， 当 該発明を独 自 に行っ た こ と につ い て， あ ら か
じめ， そ れ ぞれ相手方 の 同 意 を得 る もの と す る 。
2 学長及び民間機関 等 の 長 は ， 本学の教官及び共 同
研究 員が共 同 研究の結果共 同 し て発明 を 行った場合
にお いて， 特許出願 を 行 お っ と す る と き は ， 持分等
を 定め た 共同 出願契約 を 締結の上， 共 同 出願 を 行 う
もの と す る 。 た だ し ， 本学が民間機関等の長か ら 特
許 を 受け る 権利 を 承継 し た 場合は， 学長が単独で、出
願 を 行 う もの と す る 。
3 学 長 は ， 前 項 の 共 同 出願契約 を締結す る 場合は，
合意予定の持分案 に つ い て， 本学発明 委員 会 に 諮 る
もの と す る 。
（特許権等 の 実施 ）
第 1 3条 学長 は， 共 同 研 究の結果生じた発明につ き ，
国が承継 し た 特許 を 受 け る 権利又は こ れに基づき 取
得 し た 特許権 （ 以下 「 国が承継 し た 特許権等」 と い
う 。） を 民間機関等又は 民間機関等の指定す る 者 に 限
り ， 共 同 研究完 了 の 日 か ら 7 年 を 超 えな い範囲内に
お い て優先的に実施 さ せ る こ と がで き る 。
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2 学長 は ， 共 同研究 の結果生 じ た 発明 に つ き ， 民問
機関等 と の 共有に係 る 特許 を 受け る 権利又は こ れ に
基 づ き 取得し た 特許権 （以下「共有 に 係 る 特許権等」
と い う 。） を 民間機関等 の指定す る 者 に 限 り ， 共伺研
究 完 了 の 日 か ら 7 年 を 超 えな い範囲内 に お い て優先
的 に 実施 さ せ る こ と が で き る 。
3 学長 は ， 第 1 項 の場合に お い て ， 民間機関等若し
く は 民間機関等の指定す る 者が国が承継し た 特許権
等 を ， 第 2 項の場合に お い て ， 民間機関等の指定す
る 者が共有 に 係 る 特許権等 を ， そ れ ぞれ優先的 実施
期 間中， そ の 第 2 年次以降 に お い て正当な理由な く
実施しない と き ， 又は 当 該特許権等 を 優先的に 実施
さ せ る こ と が公 共 の 利益 を 著し く 損な う と 認め ら れ
る と き は ， 民間機関等及び民問機関等 の指定す る 者
以外の 者に 対し 当 該特許権等 の実施 を 許諾す る こ と
カfで、 き る 。
（ 実施料）
第 1 4条 本学は， 国が承継した 特許権等又 は 共有 に 係
る 特許権等の実施 を 許諾した と き は ， 実施契約 を 締
結の上， 実施料 を 徴収 す る 。
（ 特許料等 ）
第 1 5条 民間機関 等 は ， 共 有に 係 る 特許権等に 関 す る
出願費， 特許料等 （ 以下 「 出願 費 等」 と い う 。） 一切
の 費 用 を 負 担す る 。
2 民間機関等 は ， 前 項に 規定す る 出 願費等 を 負 担 し
報 第252号
な い と き は ， 当 該特許権等 に 係 る 自己の持分 を 本 学
に譲渡す る 旨 の「譲渡証書」 を 提 出 す る もの と す る 。
（ 実 用 新案権等 の 取扱 い ）
第16条 実用 新案権及び実用新案登録 を 受 け る 権利 に
つ い て は ， 第 12条か ら 第 1 5条 ま での規定 を 準用 す る 。
（研究成果等の報告）
第 1 7条 研究代表者 は ， 共 同研究が終了し た と き は ，
研究成果の概要， 研究組織及び共 同研究 に 要し た 経
費 に つ い て ， 速やかに 部局 長 を 経て 学長 に 報告しな
け れ ばな ら な い 。
（研究成果の公表 ）
第18条 学 長 は ， 共 同研究 に よ る 研究成果の公表の 時
期及び方法に つ い て ， 必要な場合に は ， 民間機関等
の長 と 協議に よ り 定め る もの と す る 。
（ 細 則 ）
第四条 こ の規則に 定め る もの の ほか， 共 同研究 の 実
施 に 関し必要な事項 は ， 別 に 定め る 。
附 則
こ の規則は， 昭和 59年10 月 26 日 か ら 施行す る 。
砂 富 山大学 と 民 間 等 と の 共同研究取扱規則の制定理由
民間等 と の 共 同研究の取扱 い に つ い て （ 昭和58年 5
月 11 日 付 け 文 学 助 第195号通知 ） に 基づ き ， 本学に お
け る 民間等外部の機関 と の共 同研究の適切な実施 を 図
る た め， 必要な事項 を 定め る 。
富山大学 と民間等との共同研究実施細則の制定
富 山 大学 と 民間 等 と の 共 同研究実施細則 を 次 の と お り 制 定す る 。
昭和59年 1 0 月 26 日
富山大学と民間等との共同研究実施細則
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の細則 は， 富 山 大学 と 民 間等 と の 共 同研究
取扱規則lj （以下 「規則」 と い う 。） 第四条の規 定に 基
づ き ， 共 同研究の申込み手続等 に 関して必要な事項
を 定め る もの と す る 。
（ 共 同研究申込書 ）
第 2 条 規則第 4 条の申込書 は ， 共 同研究申込書 （別
紙第 l 号様式 ） に よ る もの と し， 規則第 10条第 2 項
の継続研究 を 行 う 場合の申込書 は ， 共 同研究申込書
（別紙第 1 号の 2 様式 ） に よ る もの と す る 。
（ 受入れ枠配 分等の申請 ）
第 3 条 部局 長 は ， 規則第 5 条第 2 項及び第10条第 2
項の規定に よ り ， 民間等共同研究員 の 受 入 れ枠及び
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共 同研究経費の配 分 を 申請す る 場合は， 民間等 と の
共 同研究申請書 （ 別紙第 2 号様式， 継続研究 に あっ
て は別紙第 2 号 の 2 様式 ） を 学長 に 提 出 しなければ
な ら な い 。
（ 共 同研究計画書 の提出 ）
第 4 条 部局 長 は ， 前 条の規定に よ る 共 同研究経費配
分に 係 る 文部省 の査定結果 に 基づ き ， 民間機関等の
長 と 最終的 に 合意し作成した 民間等 と の 共 同研究計
画書 （別紙第 3 号様式 ） を 学長 に 提出しなけ ればな
ら な い 。
（ 受入れ決定 の 通知 ）
第 5 条 規則 第 5 条第 3 項の契約 担 当 官に 対す る 共 同
研 究受入れ決定の通知 は ， 共同研究受入 れ決定通知
書 （別紙第 4 号様式 ） に 第 2 条の共同研究申込書 の
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写及び前条の 民間等 と の 共 同 研究計画書 の 写 を 添付
し て 行 う もの と す る 。
（ 学内公表の方法）
第 6 条 規則 第 5 条第 3 項 の 共 同研究の受入 れ決定の
学内への公表 は ， 評議会に 報告し た後， 富 山 大学学
報 に よ り 行 う もの と す る 。
（ 共 同研究契約書 ）
第 7 条 規則第 6 条の契約 は ， 共同研究契約書 （別紙
第 5号様式 ） に よ り 締結す る もの と す る 。
（ 研究成果等 の報告 ）
別紙第l号様式
報 第252号
第 8 条 規則 第 17 条の学長 に 対す る 報告 は ， 民間等 と
の 共 同研究実施報告書 （別紙第 6 号様式 ） に よ る も
の と す る 。
附 則
こ の細則は ， 昭和59年10月2 6 日 か ら 施行す る 。
砂 富 山大学 と 民間等 と の 共 同 研究実施細則の 制 定理
由
富 山 大学 と 民 間等 と の 共 同研 究取扱規則に 基づ き ，
共 同 研究の実施 に 関し， 必要な事項 を 定め る 。
昭和 年度共同研究申込書 （ 新規 ）
1 . 共 同研究 の概要等 機 関 名 ：
るijf '1肯Lて 題 目
（何を ど の よ 7叫ヲ～具一入… ） 
る汗 ザ7L巴 グ〉 概 要 ま た ， 2 年以上の継続研究め場合に は ， 全体の概要も記入す る
」 と 。
研 究 の 特色 ・ 意 義 （ 独創性， 必要性等 に つ い て 具体的 に 記 入す る こ と 。 ）
この研究に関連す る 国
内及び国 外に おけ る 研
究状況
氏 名 部局 ・ 職 現在の専 門 役 割 分 担
富 山 大 悼寸ん- σ3 
研 � し 京且 織
（ 研究代表者 ※ 印 ）
及び研究分担者













研 究 を 実 施 す る 施 設 な お ， 民問機関等の所有す る 特定 の 設備 を そ の所在す る 施設 に お
いて使用す る 場合は， そ の 設備 名 ， 施設名 等 を 記入す る こ と 。
機 関 名 担当課 ・ 係名 担 当 者氏 名 電 話
事 務 連 忠告 うE
2 . 共 同研究に 要す る 経費















（単位 ： 千円 ）
計
別紙第 l 号 の 2 様式
1 . 共 同研究の概要等
昭和 年度共同研究申込書（ 継続 ）
機 関 名 ：
石汗 ザ7E 題 目
昭和 年度以降の研究
計 画 ・ 方法
当 初 計 画 と の 変 更 点
（研究計画 方法 設備等…て 当 初 の 方針 を 変更 し た 場合に勺
そ の 変更点及びそ の理由 を 記入す る こ と 。
昭和 年度 の研究経過 （ 研究の 進展状況， 新 た に 得ら れ た知見等 に つ いて記入 す る こ と 。 ）
氏 名 部局 ・ 職 現在の専門 役 割 分 担
官医園l" 山 大 品寸ιー の
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機 関 名 ， 住
所， 主 な 事
民問機関
業内容
等の研究 氏 名 所属機関 ・ 部局・職 現在の 専 門 役 割 分 担
組織 民問機関等
の 共 同研 究
員
（一一一円施設…具一入山 ）
研 究 を 実 施 す る 施 設 な お ， 民間機関 等 の 所有 す る 特定 の 設備 を そ の 所在す る 施設 に お
い て使用 す る 場合 は ， そ の 設備 名 ， 施設名 等 を 記 入す る こ と 。
機 関 名 担当課 ・ 係名 担 当 者 氏 名 電 話
事 務 連 絡 先
2 . 共 同研究に要す る 経費











↓ l －d＝”” 
(2) 2 年度以上継続す る 共 同研究め場合， そ の 共 同研究に 要す る 直接経費 の 全体計画
度年 度年
年 度 ｜ 一一一一｜
（ 単位 ： 千円 ）
計
別紙第 2号様式
1 . 共 同研究の概要等
昭和 年度民間等 と の共 同研究申請書（ 新規 ）
機 関 名 ：
石斤 ’7ヂL巴 題 目 区 分
（ーように進一一……と ） 
事庁 j'.E グ〉 概 要 ま た， 2 年以 上の継続研究の場合に は ， 全体の概要も記入す る
」と 。
研 究 の 特色 ・ 意 義 （ 独創性， 必要性等 につい て具体的 に 記入す る こ と 。 ）
この研究に 関連す る 国
内 及 び国 外 に お け る 研
究状況
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氏 名 部局 ・ 職 現在の専門 役 割 分 担
富 山 大 学 グ〕
石汗 � し 組 織
（ 研究代表者 ※印 ）
及 び研究分担者
機関 名 ， 住
所， 主な事 （ 共 同研 究契約 を 締結す る 相手機関につ い て 記入す る こ と 。）
民間機関
業内容





（一一一円施設』ごつし て 具体的町 る こ と）
研 究 を 実 施 す る 施 設 な お ， 民間機関等の所有 す る 特定 の 設備 を そ の所在す る 施 設にお
い て 使 用 す る 場合は， そ の 設備 名， 施設名 等 を 記入す る こ と 。






（ 注） 「 区分」欄には， 「民間等 と の共 同研究の申請等につ い て 」 （ 文部省 学術国際局長通知 ） の記の 1 の 表
中 の記号 〔（刈 ～ （C）〕 を 記入す る こ と 。
2 . 共 同研究に要す る 経 費
( 1 )  共 同 研究に要す る 経費 の総額及びそ の負 担内訳
（単位：千円）
直 接 経 費 経 常 栓 費 等
合 計負 担 区 分
諸 謝 金 旅 費 研 究費 計 施設関係 設備 関係 自十




(3) 富山大学が直接経費の一部 を 負担す る 場合に別 途配 分 を 要す る 共 同 研究経費 （ 校 費 ） の申請額
申 請 額 千円
（ 注 ） 申請額は， 民間機関等が負 担す る 直接経費 の す 以内 を 一応 の 目 安 と す る こ と 。












品寸aー，・ 民 間 機 関 等
金 客真 員 数 単 価 金 客員
千円 円 千円
イ蔚 考







消 耗 品 費
0 0 0 
光 熱 水 料
0 0 0 
0 0 0 0  
0 0 0 
A ロ 言十
（ 注） 合計欄の （ ） 内 には， 別途配 分 を 要す る 共同研究経費 の申請額 を 内数で記入す る こ と 。
② 経常経費等
区 分 金 害真 イ蔚 考
1 . 施 設 関 係
千円
0 0 0 0 
0 0 0 0 
2 . 設 備 関 係
0 0 0 0 
0 0 0 0 
ム口、 言十
（ 注）経常経費等の算定方法は， 次 に よ る こ と 。
(1) 施設関係
当該共同研究の用 に 供す る 施 設 （ 直接経費 と し て の研究費 の う ち ， 消耗品費 及 び光熱水料の積算
対象 と な る 研究設備 の 所在す る 研究施設並びに 水 槽 ・ 風 洞等の研究施設） に 係 る 使 用 料相 当 額 を ，
国 の庁舎等 の使 用又は収益 を 許可す る 場合の使用料に準じ て 算出す る も の と す る こ と 。
( 2) 設備関係
当 該共同研究の用 に 供す る 設備 （ 直接経費 と し て の研 究 費 の う ち ， 消耗品費 及 び光熱水料の積算
対象 と な る 既存の研究設備） に 係 る 維持費 （ 当該設備 を 正常 に 維持 ・ 運転 す る た め に 必要 な 保守 ・
点検費 ， 交換部品等の消耗品費等の経費） 及 び機器損料 （ 定額法に よ る ） を ， 当 該年度の全使用時
間数に対す る 当 該共同研究の使用 時 間数の割合 を乗じ て 算出す る も の と す る こ と 。
(3 ) 「民間等 と の共同研究の申請等に つ い て 」 （ 文部省学術 国 際局長通知） の記の 1 の表中（C） に 該 当 す
る 共 同研究の場合には， 当該共同研究の た めに主 と し て使 用 す る 施設及 び 設備 を 経常経費等の算定
対象 と す る こ と 。
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(4) 2 年度以上継続す る 共同研究の場合， そ の共 同研究 に 要す る 経費 の 全体計画
区 分 年 度 年 度 ムロ、 言十




（ 注 ） 富 山 大 学の欄の （ ） 内 に は ， 本年度 に 申請す る 共同研究経費 を 内 数 で記入す る こ と 。
（ 備 考 ）
「民間等 と の 共 同研究の申請等に つ い て 」 （ 文部省 学術国際局長通知 ） の記の 1 の 表 中 （聞に該当 す る 場合
に は ， 本申請書 の 2 の （ 2 ）に つ い て ， 並びに 同 表 中 （C｝に 該当 す る 場合に は ， 本申請書 の 2 の（ 2 ), 2 の（ 3）の①
及 び 2 の （ 4 ）につい て ， そ れ ぞれ記載不要 の こ と 。
別紙第 2 号 の 2 様 式
1 . 共 同研究の概要等
昭和 年度民間等 と の 共同研究申請書 （継続 ）
機 関 名 ：
石汗 究 題 目 区 分
昭和 年 度 以 降 の研究
計画 ・ 方法
当 初 計画 と の 変 更点
（研究計画 方法 設備等…て 当 初 の 方針 を 変更 し た 場合に 勺
そ の 変更点 及 び そ の理由 を 記 入す る こ と 。
昭和 年 度 の研究経過 （研究の進展状況， 新た に 得られ た 知見等 に つ い て 記入 す る こ と 。）
氏 名 部局 ・ 職 現在 の 専 門 役 割 分 担
富 山 大 学 σ3 
石牙 qプhし 高且 織
（研究代表者 ※ 印 ）
及 び研究分担者
機関名， 住
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民問機関 氏 名 所属機関・部局 ・職 現在 の 専 門 役 割 分 担共 同研究の




研 究 を 実 施 す る施 設 な お， 民間機関等の所有する特定の設備 を そ の 所在する施設に お
いて使用 する場合は ， そ の 設備名 ， 施 設名 等 を 記 入する こ と 。
機 関 名 担当課 ・ 係名 担 当 者 氏 名 電 話
事 務 連 車各 先
（注 ） 「 区分」欄に は ， 「民間等 と の 共 同研究の申請等 に ついて」 （ 文部 省学術国際局長 通知 ） の 記の 1の 表
中 の 記号 〔（刈 ～ （C）〕 を 記 入す る こ と 。
2 . 共 同研究に要 する経 費
( 1 ) 共 同 研 究 に 要 する経 費 の総額 及 び そ の負担内訳
（ 単位：千円 ）
負 担 区 分
直 接 経 費 経 片吊μ． 経 費 等
諸 謝 金 旅 費 研 究 費 言十 施設関係 設備関 係 計
合 計
富 山 大 学
（ 校 費 ）
民間機関等
合 計
(2)  富 山 大学が直接経 費 の 一部 を 負 担する場合 に 別 途配 分 を 要 する共 同 研 究経 費 （ 校 費 ） の申請額
申 請 額 千円
（注 ） 申請額は ， 民間機関等が負 担する直接経 費 の す 以 内 を 一 応 の 目 安 と するこ と 。
( 3 )  共 同 研究 に 要 する経 費 の積算 内訳
① 直接経 費
区
富 山 大 寸Aιー 民 間 機 関 等
イ庸 考分
金 金員 数 単 価 客員 員 数 単 価 客買
諸 謝 金
円 千円 円 千円







0 0 0 
消 耗 品 費
0 0 0 
噌『A
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光 熱 水 料
0 0 0 
0 0 0 0  
0 0 0 
メ口入 計
（ 注 ） 合計欄 の （ ） 内に は ， 別 途配 分 を 要する共同研究経 費 の 申請額 を 内数で記入する こ と 。
② 経常経 費 等
区 分 金 客員 イ庸 考
1 . 施 設 関 係
千円
0 0 0 0 
0 0 0 0 
2 . 設 備 関 係
0 0 0 0 
0 0 0 0 
メ口入 計
（ 注 ） 経 常経 費等 の 算定方法は， 次に よ る こ と 。
(1) 施設関係
当該共 同研究の 用に供 する施設 （ 直接経 費 と し て の研究費のう ち， 消耗品費 及 び光熱水料の積算
対 象 と な る研究設備の所在する研 究施設並びに水 槽・風桐等の研究施 設 ） に係る使用料相当額 を ，
国 の庁舎等の使用又 は収 益 を 許可する場合の 使 用 料に準 じ て 算 出 する も の と するこ と 。
( 2) 設備関 係
当該共 同研究の用に供 する設備 （ 直接経 費 と し て の研 究 費 の う ち ， 消耗品費 及 び光熱水料の積算
対 象 と な る既存の研究設備 ） に係る維持費 （当該設備 を 正常に維持・運転するために必要 な保守・
点検費， 交換部品等 の 消耗品費 等 の経 費 ） 及 び機器損料 （ 定額法に よ る） を ， 当該年度の全使 用 時
間数に対する当該共同研究の使用 時間数の割合 を 乗じて 算 出 する も の と するこ と 。
(3) 「民間 等 と の 共 同研究の申請等につ いて」（ 文部省学術国際局 長通知 ） の記の 1 の 表 中 （C）に該当す
る共同研究の場合には， 当 該共 同 研究 の た めに主 と し て 使 用 する施設及 び設備 を 経常経 費等の算定
対 象 と する こ と 。
(4 ) 2 年度 以 上継続する共 同研究の場合， そ の 共 同研究に要する経 費 の全体計画
区 分 年 度 年 度 l口I.. 計
富 山 大 学
民間 機関等
止 [:I入 計
（単位 ： 千円 ）
（注 ） 富 山大学の欄 の （ ） 内には， 本年 度に申請する共同研究経 費 を 内数で記入する こ と 。
（ 備 考 ）
「民間 等 と の共同研究 の申請等について」（文部省学術国際局 長通知）の 記の1の表 中間に該当する場合
つ臼唱Eム
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には， 本申請書 の 2の（2）について ， 並びに同表 中（C）に該当す る 場合には， 本申請書 の 2 の（2 ), 2の（3）の①
及 び 2 の（4）に つ い て ， そ れ ぞれ記載不要 の こ と 。
別紙第 3 号様式
石汗 JE 題 目
研 究 の 概 要 等
（申
請書との主な相違点）
石汗 7t キ且 織
共 同 研究 に 要する経 費
























経費見積り た経費見積り 経費見積り た経費見積り









（ 注 ） 「共 同研究 に 要する経 費」欄 に つ い て， 富 山大学の負 担に 係る直接経 費 のう ち 研究 費 の欄 の （ ）内
に は ， 別 途配 分 を 受ける共 同 研究経 費 を 内数で記 入する こ と 。
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共同 研究受 入れ決定通知書
第 号
昭和 年 月 日
契 約 担 当 官 殿
部 局 長
固
昭和 年 月 日付 け で （民間機関等の 名 称 ） 申請の 共 同研究 を 受け 入れ る こ と に
決定 し ま し た の で通知 し ま す。
な お ， 共 同研究の 内容は ， 別紙共同研究申込書 （ 写 ）及び共同研究計画書 （写 ） の と お り です
の で契約 の 締結方 よ ろ し く お願い し ま す 。
別紙第 5号様式
民間等 と の共 同 研究契約書
富山大学 （ 以下 「甲」 と い う 。 ） と 00000 （ 以 下 「乙」 と い う 。 ） は ， 次 の 各条に よ って 共 同研究契約 を
締結す る もの と す る 。
（ 共 同研究の題 目 等 ）
第 1 条 甲及び乙は ， 次 の共 同研究 を 実施す る もの と す る 。
( 1 ） 研 究題 目
( 2 ) 研 究 目 的及び内容
( 3 ）研究実施場所
（研究期 間 ）
第 2 条 本共同研究の研究期 間 は ， 昭和 年 月 日 か ら 昭和 年 月 日 ま で と す る 。
（ 共 同研究に従事す る 者 ）
第 3 条 甲及び乙は ， そ れ ぞれ別表第 1 に 掲げ る 者 を 本共 同研 究 に 参加 さ せ る もの と す る 。
2 甲 は ， 乙が本共同研究に参加 さ せ る 者 を民間等共同研究員 と し て 受け入れ る もの と す る 。
3 乙は， 乙が本共 同研究に参加 さ せ る 別表第 1 に掲げ る 民間等共同研究 員 に 係 る 研究料360 ,000 円 を 負担
す る もの と す る 。
（ 共 同 研 究 に 要す る 経費 ）
第 4 条 本共同研究 に 要す る 経費 は 別表 第 2 に 掲げ る 経費 （ 以下 「研究経費」 と い う 。 ） と す る 。
（ 研究料及び研究経費 の納付 ）
第 5条 乙は， 第 3 条第 3 項に 規定す る 研究料及び第 4 条の別表中乙に 係 る 研究経費 を 研究開始 日 と し て 第
2 条に 規定す る 昭和 年 月 日 ま でに 富山大学歳入徴収 官 の 発す る 納入告知書 に よ り ， そ れぞ、れ， 納付
し な け ればな ら な い 。
2 乙が所定の納付期限 ま でに 前項の研究料及び研究経 費 を 納付 し ないと き は ， 納期 日 の翌 日 か ら 納付の 日
ま での 日 数に 応 じ ， そ の未納額 に 年8 . 25%の割合 で計算 し た 延滞金 を 納付 し な け ればな ら ない。
（ 研究経費に よ り 取得 し た 設備等の帰属 ）
第 6 条 研究経 費 に よ り 取得 し た 設備等の所有権は， 甲 に 帰属す る も の と す る 。
（ 施 設， 設備 の提供等 ）
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第 7 条 甲 は ， 別表第 3 に 掲げる施設 ・ 設備を本共同研究の 用 に 供するもの と する。
2 甲 は ， 本 共 同 研究の用 に 供するた め， 乙か ら 別表 第 3 に 掲げる乙の所有に 係る設備を無償で受け入れ，
共 同 で使用 するもの と する。 こ の場合 に おける設備 の搬入及び据付けに 要する 費 用 は ， 乙が負 担するもの
と する。
3 甲 は ， 乙の所有する特定の 設備を使用 するこ と が必要であ り ， 当該設備を甲 に 搬 入するこ と が 困難な場
合に は ， 当該設備が所在する施設 に お い て 研究を行 う こ と が で き るもの と する。
4 前項に 規定する設備 の 使 用 料 は 無償 と し ， その所在地， 名称、等 は別表第 4 に 掲げるもの と する。
（研究の 中止又は 期 間 の延長 ）
第 8 条 天災 そ の他研究遂行上やむを得 な い事由がある と き は ， 甲乙協議の う え ， 本共 同研究を中止 し ， 又
は研究期 間を延長するこ と が で き る。
（研究の 中止等に 伴 う 研究 経費等の取扱い ）
第 9 条 前条の規定に よ り ， 本共同研究を中止 し た 場合 に お い て ， 第 5条第 1 項の規定に よ り 納付 さ れ た 研
究経費 の額 に 不 用 が生 じ た 場合は， 甲 は 不 用 と なった額の範囲 内 でそ の 全部又は一部を乙 に 返還するこ と
がで き る。
2 甲 は ， 本共 同研究を完了 し ， 又 は 中止 し た と き は ， 第 7 条第 2 項の規定に よ り 乙か ら 受け入れ た 設備を
研究の完 了 又 は 中止の時点 の状態で乙に 返還するもの と する。 た だ し ， 設備 の返還に 要する費用 は乙の負
担 と する。
（ 特許 出 願 ）
第10条 甲 は ， 甲 に 属する教官が， 本共 同研究の結果独 自 に 発明を行 い， 当該発明 に 係る特許を受ける権利
を国が承継 し た 場合に お い て 特許出願を行お う と する と き は， 当該発明を独 自 に 行ったこ と に つ い て ， あ
ら か じ め乙の同意を得るもの と する。
2 乙 は ， 乙に 属する民間等共同研究員 が， 本共同研究の結果独 自 に 発明 を行 い， 当該発明 に 係る特許 出 願
を行 お う と する と き は ， 当該発明を独 自 に 行 っ た こ と に つ い て， あ ら か じ め甲の 同意を得るもの と する。
3 甲 及 び乙は， 甲 に 属する教官及 び乙に 属する民間等共 同 研究員 が本共 同研究の結果共 同 し て 発 明を行い，
当該発 明 に 係る特許を受ける権利 の う ち ， 甲に 属する教官の持分を国が承継 し た 場合に お い て ， 当該発明
に 係る持許 出願を行お う と する と き は， 当該特許を受ける権利 に 係る甲 及 び乙の 持分等を定め た 共 同 出 願
契約を締結の う え ， 共 同 し て 出願を行 う もの と する。
た だ し ， 乙か ら 当該特許を受ける権利を承継 し た 場合は ， 甲が単独で、出 願するもの と する。
（ 優先的実施 ）
第 1 1条 甲 は ， 本共同研究の結果生 じ た 発 明 であって甲に承継 さ れ た 特許を受ける権利又はこれ に 基づ き 取
得 し た 特許権 （ 本条第 2 項 に 規定 するも のを除 く 。 以下 「甲に承継 さ れ た 特許権等」 と い う 。 ） を乙又は 乙
の指定する者に 限 り ， 本共同研究完了 の 日 か ら 7 年を超 え な い範囲内 に お い て 優先 的 に 実施 さ せるこ と が
で き るもの と する。
2 甲 は ， 本共同研究 の結果生 じ た 発 明 であって甲及び乙の共有 に 係る特許を受ける権利又はこれ に 基づ き
取得 し た 特許権 （ 以下「共有 に 係る特許権等」 と い う 。 ） を， 乙の指定する者に 限り， 本共同研究完了 の 日
か ら 7 年を超 え ない範囲 内 に お い て 優先的 に 実施 さ せる こ と がで き るもの と する。
（ 第三者に 対する実施の許諾）
第12条 甲 は ， 乙又 は 乙の指定する者が， 甲 に 承継 さ れ た 特許権等を， 前条第1 項 に 規定する優先的実施の
期 間 （ 以下 「優先実施期 間」 と い う 。 ） 中 そ の 第 2 年 次以降 に お い て 正当 な 理 由 な く 実施 し な い と き は ， 乙
及び乙の指定する者 以 外 の 者 （ 以下 「 第三者」 と い う 。 ） に 対 し 当該特許権等の 実施を許諾するこ と がで き
るも の と する。
2 前項の規定は ， 乙の指定する者が共有に 係る特許権等を前条第 2 項 に 規定する優先実施期 間 中 そ の 第 2
年次以降に お い て 正当な理由 な く 実施 し な い と き に つ い て 準用 する。
3 甲 は ， 前条第1項の規定 に よ り 乙又 は乙の指定する者 に 優先的実施を許諾 し た 場合に お い て当該実施を
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昭和59年11 月 1日発行 学 報 第252号
許諾 し た こ と が公共の 利益を著し く 損なうと認め ら れ る と き は ， 優先的実施期 間 中に お いて も 第三者に対
し 当該特許権等の 実施を許諾す る こ と がで き る も の と す る 。
4 甲は， 第三者が共有に係 る 特許権等を実施 で き な い こ と が公共の利益を著 し く 損な う と 認め ら れ る と き
は ， 第三者に対 し 当該特許権等 の 実施を許諾す る こ と が で き る も の と す る 。
5 甲は， 第 2 項 及 び第 4 項の規定に よ り 第三者に対 し 共有に係 る 特許権等の 実施を許諾 し よ う と す る と き
は ， 特許法第73条第 3 項の規定にか か わ ら ず ， 単独で、当該特許権等の実施を許諾す る こ と が で き る も の と
す る 。
（ 実施料）
第 1 3条 甲に承継され た 特許権等を乙又は乙の指定す る 者が実施 し よ う と す る と き は ， 別に実施契約 で定め
る 実施料を甲に支払わ な け れば な ら な い 。
2 甲及 び乙 の共有に係 る 特許権等を乙が実施 し ょっ と す る と き は ， 別に実施契約 で定め る 実施料を甲に支
払わ な け れば な ら な い。
3 甲及 び乙の 共有に係 る 特許権等を， 乙 の指定す る 者又 は 第三者に実施させ た 場合の実施料 は ， 当該特許
権等に係 る 甲及 び乙の持分に応じて ， そ れ ぞれに帰属す る も の と す る 。
（ 特許料等 ）
第 1 4条 乙 は ， 共有に係 る 特許権等に関 す る 出願書， 特許料等 （ 以下 「出願費等」 と いう。 ） 一切の 費用を負
担す る も の と す る 。
2 乙は， 前項に規定す る 出願費 等を負 担 し な い と き は ， 当該特許権等に 係 る 自 己の持分を甲に譲渡す る 旨
の「譲渡証書」を甲に提 出 す る も の と す る 。
（ 実用 新案権等 の 取扱 い ）
第 15条 実 用 新案権及 び実用 新案登録を受け る 権利につ い て は ， 第10条か ら 第 14条に準じて 取 り 扱 う も の と
す る 。
（ 協 議 ）
第 16条 この契約に定め の な い事項につ い て ， こ れを定め る 必要 が あ る と き は ， 甲， 乙協議の う え， 定め る
も の と す る 。
この契約の締結を記す る た め ， 本契約書 2 通を作成 し ， 甲， 乙 そ れ ぞれ 1 通を保管す る も の と す る 。
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別紙第 6 号様式
1 . 研究成果の概要等
昭和 年度民間 等 と の 共 同研究実施報告書
機 関 名 ：
研 ’YヂUL 題 目
研究実施の方法， （ 何 を い か な る 方法 で ど の よ う な 経過 で、行 っ た か ， 簡明に記入す る こ と 。）
経過等







（ 研究成果の概要 を 簡明 に 記 入す る こ と 。 ）もの に ついては
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異 動 内 n廿－ 任命権者
事務補佐員（経理部主計課） 富山大学長
II （工学部） II 
教授（教育学部） 文部 大臣
辞職を承認する 富山大学長
昭和59年10月31 日限り退職した II 






















1 1月3日の文化の 日に， 昭和59年秋の叙勲が発表
され， 本学関係では次の方が受章されました。
名誉教 授 還泉 重夫 勲三等旭日中綬章
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渡
渡 航 の 種 類 所 属
職
氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
中 国 科学院声学研究所の 招待
で， 有限要素 法 の 応 用 に つ い
て 講 演 ， 情報交換 を 行 い ， ま 59 . 1 0 .  21 
工 学 部 教 授 力日 J I ! 幸 雄 中 華 人 民共 和 国 た 遼 寧 大学，
声
南 京 大学声学研
究所， 上海 学研究所， 杭州 59 . 1 1 . 14  
外 国 出 張 水声研究所 を 訪 問 し て ， 情報交換 ， 資料収 集 を 行 う た め
第 166回 電 気 化 学 国 際会議に 59 . 10 . 6 
II II 宮下 和 雄
ア メ リ カ 合衆 国 出 席 し ， 論文 の 発 表 と 聴 講 及
カ ナ ダ ぴ カ ナ ダ ウ ォ ー タ ル一大学の 59 . 10 .  18 電子材料研 究の調査 の た め
1 984 Mate r i al s Research 













59 . 1 0 .  18  
理 学 部 助 手 吉 田 喜孝 ア メ リ カ 合衆 国 会 ） で 文 発
チ ュ ー セ ッ ツ 工科 59 . 1 2 . 2 
海 外研修旅行 共 同 研 究参加 の た め
A S ME /  A S L E 1 984 潤滑会 59 . 1 0 .  15  
工 学 部 II 春 山 義夫 ア メ リ カ 合衆 国 議 に て 講演 及 びア メ リ カ の 大学 に お け る 研究関連分野の調
査 の た め 59 . 1 0 .  3 1  
学生部・
施設課

























〈ソ フ ト ボール大会〉
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会体育部会所属 の ソ フ ト
ボー ル班主催 に よ る 昭和59年度学内 ソ フ ト ボー ル大会
が， 去 る 9 月 25 日 （火） ～ 1 0 月 17 自 体） ま で の 間 約 1 00名 の
参加 者 を 得 て 本学 グ ラ ウ ン ド に お い て 実施 さ れ ま し た 。
な お ， 成績 は 次の と お り です 。
優 勝 教育学部 チ ー ム
人文学部チ ー ム勝次
例の半 日 旅行 を 催 し ま し た 。
今年は， 福 岡 町の イ セ ・ グルー プ社長の コ レ ク シ ョ
ン を 鑑賞す る こ と に 重 き を お き ， そ の 傍 ら ， 源平合戦
場， 木 曽 義仲 で名 高 い倶利伽 羅峠附近 を 訪 れ ま し た 。
参加者47名 は ， イ セ ラ イ フ デザイ ン ハ ウ ス でサ ロ ン
． ド ・ プチ ・ ロ ゼや と い う 主婦 グルー プ の 解 説 を 聞 き な
が ら ， フ ラ ン ス 印 象 派 を 中 心 と し た 絵画 （ モ ネ ， マ チ
ス ， ブ ラ ッ ク な ど ） の数々 を 鑑賞 し ， そ の 美 し さ に 打
た れ， 余韻 を 残 し た ま ま ， 倶利伽 羅へ赴 き ま し た 。





。 フ ラ ンス 印 象派絵画の鑑賞 と 源平古戦場の散策
実施 月 日 10月 20 日 仕）





秋 風肌に し む 10月 20 日 土 曜 日 の午後， 文化部会は恒
21 
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倶利伽 羅 で不動寺， 猿 ヶ 馬場附近 を 散策 し ， 自 然の
景観に ひ た る と と も に ， 源 平 の 昔 に 思 い を め く ら し ，
埴生護 国 八幡宮 を 詣 でた の です。
報
第252号
帰 途 は ， 砺波の 散居村落， 小矢部市のユニー ク な 公
共建築物 （ 石動 中 学校， 大 谷 中 学校 ） な ど を 車 窓 か ら
眺め， タ 閣 の 中 を 一路， 富 山 市へ と 向 い ま し た 。
第66 回 東海 ・ 北陸地区 国立大学
学生部課長会議の開催
第66 回東海 ・ 北 陸地区国 立大学学生部課長会議 は ，
1 0 月 31 B 肘， 1 1 月 1 日 嗣の両 日 ， 富 山 大学 の 当 番で13
大学が参加 し て 開催 さ れ ま し た 。
会議は ， 2 日 間 に わ た り 下 記の 日 程 で行 わ れ， 協議
事項 と し て (1 ）高等学校の教育課程改訂 に 伴 う ， 大学
の 対応 に つ い て (2）全 国 国 立大学学生部長協議会学生
部組織小委 員 会の審議経過 に つ い て (3）体育施設の 管
理運営に つ い て (4）高 岡 短期大学の加 入 に つ い て そ れ
ぞれ意見 交換が行わ れ， 盛会の う ち に 終 了 し ま し た 。
会 議 日 程
0 10 月 31 日 休） 第一会場
1 3 : 00～ 1 3 : 30 
13 : 30～ 17 : 00 
17 : 00～ 
1 8 : 30 ～ 
0 1 1 月 1 日 （木） 第二会場
9 : 00 ～ 1 1  : 00 




懇親会 （ 宿泊 ）
協議
富 山 駅に て 解散
第 8 回 全 国 大 学保健管理協 会北陸地区保健婦 ・
看護婦班研究会の開催
第 8 回 全 国大学保健管理協 会北陸地区保健婦 ・ 看護
婦班研究会が全国大学保健 管理協会北陸地方部会保健
婦 ・ 看護 婦班の地区行事 と し て ， 本学の 当 番 で下記の
日 程で開 催 さ れ ま し た 。
こ の研究会は保健 婦 ・ 看護婦の 資 質 向 上 を 図 り ， 保
健 管理業務 の充実発展 を 目 的 と し て 開催 さ れ て い る も
の です 。
日 干呈
1 0 月 19 日 幽 於 富 山 大学保健管理セ ン タ ー レ ク ・
セ ラ ピ 一 室
寄
10 : 30 ～ 12 : 00 講演 「対 人恐怖症 に つ い て 」
富 山 大学保健管理セ ン タ ー
教授 中 村 剛
1 2 : 00 ～ 1 2 : 30 畳 食
12 : 30～ 1 3 : 30 打合せ会
1 3 : 30 ～ 1 5 : 30 テ ー ピ ン グ実習
稿
ア ス レ チ ッ ク テープ ト レ ーナー
ソ ニ ー企業株式会社
菅 井 靖 典
し よ う h＼ 、
〈痩痛の 地 を 旅 し て 〉
チ ョ ロ マ イ カ 〔 チ ョ ロ 7 イ （ Let’s go ） と い う ヒ ン
デ ィ を 名 古屋弁 で も じ っ た 重松氏の造語〕 な る か け 声
で こ の 旅 は 始 ま っ た 。 正式に は 「 イ ン ド 農村に お け る
市 （ market ） と そ れ を め ぐ る 商 人集 団 の 研究 現況 と
歴 史的展開過程に 関 す る 調査一」 と 称す る ア カ デ ミ ッ
ク な 調査旅行 であ り ， 今 回 は ’85年の 南 イ ン ド （ 決定 ） ，
’87年 の 東北 イ ン ド （ 未定 ） ， ’89年の 西 北 イ ン ド （ 未定 ）
22 -
教養部助教授 溝 口 常 俊
と 続 く 本調査 に 向 け て の 予備調査で あ る 。 日 程の大半
が政府諸機関， カ ウ ン タ ー パー ト と な る 各大学 と の 折
衝で費や さ れ た が， そ の た め逆 に ， イ ン ド の 4 大都 市
デ リ ー， ボ ン ベ イ ， マ ド ラ ス ， カ ル カ ッ タ に は す べ て
立 ち 寄 る こ と がで き た し ， チ ー ム 自 体が地理学 （ 石 原
潤， 著 者 ） ， 歴史学 （ 重松伸 司 ） ， 文化 人類学 （ 鹿野勝
彦 ） に よ る 混成部隊であ っ た た め ， 道中 同 行諸先生 よ
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り 様 々 な レ ク チ ャ ー を 受け る こ と が で き ， 小生に と っ
て は 賛 沢 な 旅 で あ っ た 。
き て ， 7 月 23 日 午前 2 時40分 デ リ ー 空港着。 山 賊 を
恐 れ て ロ ビ ー で明 け 方 ま で待つ。 f章構 の I也 イ ン ド 初体
験の我が身に と っ て 灼 熱 と 食事 と 緊 張感 は い か ん と も
し がた く す ぐ ダウ ン 。 39度 5 分 の 熱 と 強烈 な 下痢 で26,
27 日 の 丸 2 日 間 を 棒に ふ る 。 し か し ， こ の通過儀礼 を
終 え る と あ と は 快調。 臼 に 日 に イ ン ド の 風土 に と け こ
ん でい っ た 。
天 と 地 と ： ま ず ア ー メ ダバー ド 。 綿工業の盛ん な こ
と か ら 東洋 の マ ン チ ェ ス タ ー と も い わ れ ， あ る い は マ
ハ ト マ ・ カ、、 ン デ ィ ー の ア シ ュ ラ ム で有 名 な こ の 町 に ，
富 山 市 に も な い 回 転展望 レ ス ト ラ ン が あ る 。 昼 食 を と
り に 登 る と ， 眼下 に は サー バルマ テ ィ ー ） ｜ ｜ が と う と う
と 流れ， そ の 向 う に は一面の緑 に み え か く れ す る 町並，
モ ス ク ， 煙 突 の あ る 工場が美 し い 。 し ば ら く は 美味 し
い イ ン ド 料理に 舌鼓み し な が ら そ の光景 を 楽 し ん で い
た 。 と こ ろ が， な に げな く 川 べ り に 目 を や る と ， 少 な
く と も 数百 戸 は あ ろ う ス ラ ム 小屋が所狭 し と は び こ っ
て い る では な い か 。 片 や こ の 展望 台 を こ ん な 場所に
建築 し た 富 豪 イ ン ド 人， ま た そ こ へ 食事に や っ て く る
富裕イ ン ド 人。 こ の差 を ま の あ た り に 見 て惇 然 と す る 。











同 じ く ， ボ ン ベ イ の 回 転展望 レ ス ト ラ ン 。 地理屋は
す ぐ 高 い 所へ登 り た が る の で こ ま る の だ が， こ こ で は
報
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日免 き ん を と り な が ら 夜景 を 楽 し ん だ 。 マ リ ー ン ド ラ イ
ブの街灯は 東洋の真珠 と い わ れ る だ け あ っ て ロ マ ン チ
ッ ク で あ っ た し ， 彼 方 の 高 層 ビ ル の灯 は 宇宙都市 を
ほ う ふつ さ せ て い た 。 し か し ， こ こ で も 漆黒 の 閤 の 中
の ス ラ ム の 住 人， 悲惨 な 生 活 に 泣 い て い る 売春婦た ち
の こ と を 思 う と ， や は り 料理は す ん な り と は の ど を 通
ら な か っ た 。
豹 変 ： イ ン ド 人の仕事の の ろ さ は 有名 で あ る 。 ま さ
に そ の と お り で あ っ た 。 マ ド ラ ス ， カ ル カ ッ タ の そ れ
ぞ れ の 中 央郵便局 か ら 書物 を 船便 で送 る 作業 を し た の
だが， 日 本 だ っ た ら 30分 で済 む と こ ろ を た っ ぷ り 半 日
は か か っ た 。 担 当 者 を き い で も あ っ ち ， こ っ ち と た ら
い ま わ し に さ れ る し ， や っ と 辿 り つ い て も な か な か 仕
事 を し て く れ な い 。 腹 立 た し い こ と こ の上 な い の だが，
待 て ば必 ず 仕事 を し て く れ る と 信 じ て 耐 え つ づけ た 。
列 車 も ， 立 派 な 時刻表が作成 さ れ て い る に も か か わ
ら ず 時間 どお り 発車す る こ と は ま ず な い 。 2 ～ 3 時聞
の遅れは ざ ら であ り ， 時 に は 半 日 以上 も 遅 れ る 。 駅 当
局 の管理能力 も な っ て い な い 。 カ ル カ ッ タ のハ ウ ラ ー
駅 での こ と で あ る が， 次 に 発 車 す る 列車の ホ ー ム が，
発車直前 ま でわ か ら な い のか な か な か知 ら さ れ な い 。
列 車到着 ま ぎ わ に ホ ー ム を ま ち が え て い た 人 々 が大挙
線路へ飛 びお り て 大移動 を 始 め る と い っ た 具合で あ る 。
都市， 農 村 を と わ ず 走 っ て い る イ ン ド 人 は ま ず みか
け な い 。 熱 いせ い も あ ろ う ， み な 悠 然 と 歩 い て い る 。
時 間 に 束縛 さ れ て あ く せ く 生 活 し て い る 日 本 人 に と っ
て ， い ら だ た し さ を 感 じ る と 同 時 に ， 時 間 を 超 越 し た
生 活ぶ り に は 一種の う ら や ま し さ を 感 じ る 。 と こ ろ が，
そ の ス ロ ー な ， ルー ズ な イ ン ド 人が 、 － _s_車 を 運転す
る と 180。 豹 変す る の に は 驚 く 。
イ ン ド の 乗 り 物に は ， リ キ シ ャ ， サ イ ク ル リ キ シ ャ ，
オ ー ト リ キ シ ャ ， タ ク シ 一 ， パ ス ， ロ ー リ ー と あ る が，
そ の ど れ に 乗せ て も ら っ て も こ ち ら の寿 命 は 確実 に ち
ぢ ま る 。 彼等運転手すべ て が ク ラ ク シ ョ ン を な ら し つ
づけ， エ ン ジ ン を 全開 に し て 前走車 を 追 い 越 そ う と す
る 。 そ れ故， 走行車線 を 走 っ て い る よ り 対 向車線 を 走
っ て い る 時 聞 の 方 が 長 い く ら い で あ る 。 対 向 車 を 気 に
し て い な い と い う か ， 衝 突す る ほ ん の 2 - 3 m 直 前 に
急ハ ン ド ル を き り ， す り 抜け る の であ る 。 実 際 に 事故
も 多 いか ら こ わ い 。 市街地 を 走 る 場合 さ ら に こ わ く 感
じ る 。 と い う の は ， こ う し た 車 を 無視 し て ， も ち ろ ん
信号 も 無視 し て ひ っ き り な し に 歩行者 が道路 を 横切 る
か ら で あ る 。
食事 ： 南 イ ン ド のベ ジ タ リ ア ン レ ス ト ラ ン ， タ ミ ー
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ル大学の 食堂 で も そ う であ っ た が， そ こ へ 入 っ て お ど
ろ い た 。 最初 に 出 て き た の がバナ ナ 。 と い っ て も 実 で
は な く 葉 っ ぱ一枚 であ っ た 。 お 皿 で あ る 。 使 い捨て で
あ る か ら イ ン ド 人 に と っ て は 清潔 に 感 じ ら れ る の であ
ろ う 。 こ の葉 っ ぱへ ボー イ が ラ イ ス を 山 盛 り に し て く
れ て ， さ ら に そ の 脇へ 2 ～ 3 種類 の カ レ ー を か け て く
れ た 。 は し は も ち ろ ん ホ ー ク も ス プー ン も な い 。 右手
でか き ま ぜて ぎ こ ち な く 口 へ運ぶ。 ボ ン カ レ ー が 食べ
た く な る ほ ど こ こ の カ レ ー は 辛 い 。 辛 い と い う よ り 痛
い 。 ま さ に と ん が ら し 汁で あ る 。 こ こ で 日 本 でな ら 冷
た い 水 を 一気 に 飲 み ほ す と こ ろ な の だが， 目 の 前 に 出
さ れ て い る 水が飲め な い の がつ ら い 。 三 島 由 紀夫が晩
年 に イ ン ド 訪 問 の 際 コ ー ラ で歯 を み が い た と の伝説 じ
み た 話 し が あ る が， 我々 も そ れ ほ ど神経質に は な ら な
か っ た も の の 水 に は 気 を つ か っ た 。 さ ら に 困 っ た こ と
に 水の か わ り に 求め た チ ャ イ （ ミ ル ク テ ィ ー ）， コ ー ヒ
ー が 出 な い の で あ る 。 昼 食 時 に 飲 む も の では な い ら し
い。 やむ を 得ず， 一 日 中 聞 い て い る 町 の 出 店 の茶店へ
駆 け こ ま ね ばな ら な か っ た 。
パ ク シ ー ： イ ン ド の町 ど こ へ行 っ て も 物乞 い に 出 会
う 。 路上生活者， 各種病 人， 自 の 不 自 由 な 遊 吟詩 人，
老 人， 子供。 こ の 中 で， と く に 手 足 の一部がな い ハ ン
セ ン 病患 者や， 赤 ん 坊 を か か え た 4 ～ 5 才の幼 児の物
乞いに手を 出 さ れた と き に は， ノ〈 ク シ ー に は 決 し て 応 じ
な い と 決心 し て き た に も か か わ ら ず， 思 わ ず何パ イ サ
か を 恵 ん であ げず に は い ら れ な か っ た 。 た ち の 悪 い 乞
食 も い る 。 カ ル カ ッ タ で， あ る 中 年の ぴん ぴん し た 女
性 が タ ク シ ー の 窓 ご し に 要求す る 。 し つ こ さ に ま け て
IOパイ サ渡 し た ら 受け取 ら な い 。 最低20パ イ サ （ 紅茶
l 杯の値段が35パイ サ ） が相場の よ う であ る 。 ニ ュ ー
デ リ ー で， 隊長の石原氏が数 人 の サ リ ー を ま と っ た 女
性 に か こ ま れ た 。 何故 も て る の だ ろ う と う ら や ま し く
な がめ て い た ら ， そ れ ど こ ろ では な し 彼女た ち は 乞
食 集 団 で あ っ た の だ。 30～ 40 m の 追跡 を や っ と の こ と
でふ り き る こ と が で き た も の の 顔 が ま っ 青 であ る 。 パ
ス ポー ト を ポ ケ ッ ト か ら す ら れ た ら し い 。 と こ ろ が親
切 と い お う か何 と い お う か先の女性の う ち 1 人が， こ
れが落 ち て い た と い っ て返 し に 来 て く れ た 。 お金以外
は 不要 ら し い 。 こ の事件以後， 氏 は 例 の さ い ふ 付ハ ラ
報
巻 き 愛用者 と な っ た 。
物乞 い を ふ り き る に は ど う し た ら い いか 。 こ れ は 道
路 を 飛ぴ越 え て 他 の ブ ロ ッ ク へ逃げれば良 い こ と がわ
か っ た 。 乞 食 に は 乞 食 の テ リ ト リ ー があ る よ う だ 。 彼
等 は 他の領地 ま で決 し て お い か け て は こ な い 。 と い う
わ け で我々 は し ょ っ ち ゆ っ 道路 を 飛 び越 え た 。 と こ ろ
が逃げの び る こ と が で き た と 思 っ た の も つ か の 間， す
ぐ 新地区での 乞 食 集 団 の 襲撃に あ う は め に な る 。 彼等
か ら 完全 に の がれ る に は ， 乞 食 に も あ わ れ ま れ る く ら
い の 身 す ぼ ら し い 格好 を す る か， そ う でな か っ た ら 絶
え ず 小銭 を 用 意 し て お く こ と 以 外に な さ そ う で あ る 。
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3 期 作 ： 2 期 作 と か 3 期作がイ ン ド でお こ な わ れ て
い る こ と は 聞 い て は い た が， 実際に そ の労働風景 を み
て 驚 い た 。 8 月 9 日 に マ ド ラ ス か ら タ ン ジ ョ ー ル ま で
南 イ ン ド の 水 団 地帯 を 列 車 で 9 時 間 の 移動 を し た 。 車
窓か ら 外 を 眺め る と サ ト ウ キ ビ ， バナ ナ， 大麻畑 が点
在す る 中 ， 水 田 が延 々 と 続 い て い る 。 日 本 な ら 稲穂が
た れ き が ら ん と し て い る 時期 な の だが， そ こ で最初 に
目 に 映 っ た の は 女性 が横一列 に な っ て 田 植え を し て い
る 光景 であ っ た 。 い ま イ ン ド は 田 植 え の シ ー ズ ン な の
か と 思 っ た 。 と こ ろ が そ っ 思 っ た の も つか の 間， も の
の 1 分 も た た な い う ち に こ ん ど は 稲 刈 の光景だ。 田 植
え と 稲刈 が同一 時期， 同一地域でお こ な わ れ て い る の
であ る 。 さ ら に 耕転， 種蒔 も す ぐ 近 く の 田 ん ぼ でお こ
な わ れ て い た 。 考 え て み れ ば夏 季 と 冬季に 悶が降 り ，
一年 中 が hot, hotter, hottest と い わ れ る く ら い 熱 い
南 イ ン ド では ， 稲作 は 4 ・ 5 月 の 乾燥 し た 猛暑期 を 除
け ば一年の う ち いつ 始 め て も い い わ け で あ る 。
以上， イ ン ド を 始 め て 訪 ず れ る 人 な ら だれ で も 体験
す る であ ろ う こ と を 思 いつ く ま ま 綴 っ て み た 。 来年 は
南 イ ン ド 中 央部の農村に 居 を 構 え て ， Sandai （ 定期 市 ）
に あ つ ま る 巡廻 商 人 を 追 い か け る 旅に な ろ う 。 ( 10月
8 日 記 ）
砂 筆者 は ， 文部省科学研究費補助金（ 海外学術調査 ）
に よ り ， 昭和59年 7 月 22 日 か ら 昭和59年 9 月 5 日
ま で イ ン ド農村に お け る 市 （market ） と それ を め ぐ
る 商人 集 団 の研究の た め， イ ン ドへ外国 出 張 き れ
ま し た の で， 特に 寄稿 を 御依頼 し た も の です 。
A－ つ白





















学 務 係 長 角 井与志雄
〈住所変更〉
庶 務 部
文 部 技 官 重 田
｛ 一 冗
理 学 部
助 手 松 原 勇
人 文学部
外 国 人教師 グ レ ゴー ル ・ へー フ リ カ、、ー
工 学 部
助 手 佐 々 木基文
人文学部 ・ 理学部
文部事務 官 塚原 美幸
附属図書館
文部事務官 角 井 葉 子
教育学部
助 教 授 森 博
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1 ～ 3 日 昭和59年度体育系サー ク ル リ ー ダー研修会
（ 於 山 野 ス ポー ツ セ ン タ ー ）
1 ～ 9 日 物品定期検査
2 ～ 4 日 第40回東海 ・ 北陸地区国 立学校等施設部課
長会議 （ 於 福井医科大 学 ）
3 日 第 6 回学寮補導委員 会
4 ～ 5 日 昭和59年度文部省共済組合地 区別事務担当
者 打合せ会 （ 於 平安会館 ）
5 日 第 2 回部局 長 懇談会
6 ～ 7 日 経理部 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 湯 田 中 温泉 ）
8 ～ 9 日 第42 回 東海 ・ 北 陸地区国 立大学長会議
（ 於 愛知教育大学 ）
8 日 金沢大学辰 口 共 同研修セ ン タ ー 運営協議会
（ 於 辰 口 共 同 研修セ ン タ ー ）
9 日 公務 員 宿舎委 員 会
胃 の検診
1 2 日 公開講座 「現代 史 に 学ぶ」 開 講 （ ～ 1 1 月 10
日 ま で ）
16～ 1 9 日 東海 ・ 北陸地区国立学校等 係 長研修
（ 於 富 山 医科薬科大学 い こ い の 村 ）
17 ～ 18 日 第 5 回 全 国 国 立大学学生部長会議
（ 於 筑波大学 ）
18 日 国大協理事会 （ 於 国 大協 ）
昭和59年度東海 ・ 北陸地区管理事務協議会
（ 於 三重大学 ）
19 日 第39 回 東海 ・ 北陸地 区 国 立学校等庶務部課
長会議 （ 於 三重大学 ）
第 8 回 全 国大学保健管理協 会北陸地区保健
婦 ・ 看護婦班研究会 （ 於 富 山 大学 ）
第 2 回 教務委員 会 （ 持 ち 回 り ）
20 日 文化部会 レ ク リ エー シ ョ ン 見学小旅行
22 日 学務 （ 関 係 ） 係長 会議
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23 日 昭和60年度科学研究費補助 金公募要領等の
説明 会 （ 於 名 古屋大学 ）
第 3 国事務協議会
計算機セ ン タ ー 運営委 員 会
昭和59年度 国 立大学等経理部課長 会議
（ 於 東 京 医科歯科大 学 ）
24 日 循環器検診
科学研究費補助 金 に 関す る 説明 会
24 - 25 日 第 41 回 国 立大学学生部次長協議会
（ 於 静岡大学）
25～ 26 日 昭和59年度服務制 度説明会
（ 於 金沢合同庁舎）
第66 回 東海 ・ 北陸地区国立学校等会計部課
長 会議 （ 於 豊橋技術科学大学 ）
26 日 第 6 回評議会
第 3 回部局 長懇談 会
30 日 情報処理セ ン タ ー 設置準備委員 会
3 1 日 ～
第 1 1 回 東海 ・ 北 陸地区国 立学校施設担 当 者
連絡協議会 （ 於 福井大 学 ）
1 1 月 1 日 第 66回東海 ・ 北陸地区国立大学学生部課長
会議 （ 於 富 山 大 学 ）
10月 1 日 物 品 定期 検査
3 日 学部教務委員 会
5 日 胃 の検診
1 2 日 学部教務委員 会
教授会
1 5 日 後 学期授業開始
専 門 教育 課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
17 日 第 7 回 1 6大学 人文系学部事務長会議
（ 於 山 口 大学 ）
昭和 59年 1 1 月 1 日 発行
18 日 循環器検診
18～ 19 日 第21 回 16大学 人文系学部長会議




教 育 学 部 ｜
10月 2 日 物品定期検査
3 日 附属学校運営委員 会
学
4 ～ 5 日 日 本教育大学協会北陸地 区 第 二部会国語科
－ 書道科合同研究協議会 （ 於 信州大学 ）
4 ～ 6 日 国 立大学教育工学セ ン タ ー協議会 及 び研究
会 （ 於 福井大学）
8 日 胃 の検診
9 日 人事教授 会
予算委員 会
1 1 ～ 1 2 日 日 本教育大学協会北陸地区 第二部会音楽部
門研究協議会 （ 於 富 山 大学 ）
12～ 1 3 日 日 本教育大学協会北陸地 区 第 二部会外国語
部 門 研究協議会 （ 於 長野県埴科郡 戸 倉町 ）
1 5 日 学部補導委員 会
学部教務補導合同 委 員 会
学部教務委員 会
教授会
16 日 専 門 教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
18～ 19 日 秋季全国国立大学教育学部長会議
（ 於 静 岡 市， 浜松市 ）
1 9 ～ 20 日 日 本教育大学協会北陸地 区 第 二部 会理科研
究協議会 （ 於 富 山 大学）
20 日 教育実習終 了
22 日 後学期授業開始
23 日 循 環器検診
25～ 26 日 秋季北陸地区教員養成学部事務長協議会
（ 於 福井大学 ）
日 本教育大学協会北陸地 区 第 二部 会社会科
研究協議会 （ 於 上越教育大 学 ）
26～ 27 日 日 本教育大学協会北陸地区 第 二部会保健 ・
保健体育科研究協議会 （ 於 大 山 町 ）
日 本教育大学協 会北陸地区第二部 会数学科
研究協議会 （ 於 上越教育大学）
27～ 28 日 日 本教育大学協 会北陸地区第二部会教育学
報 第252号
－ 教育心理学 ・ 特殊教育 ・ 幼 児教育部 門 研
究協議会 （ 於 字奈 月 町 ）
29 日 国立大学教育学部長会議 （ 於 竹橋会館 ）
30 日 日 本教育大学協会第一部会（ 於 竹橋会館 ）
31 日 学部補導委員 会
紀要編集委員 会
経 済 学 部 ｜
1 0 月 4 日 物品 定期検査
5 日 転学部試験選 考委員 会
8 日 胃 の検診
各種委員 選考委員 会
1 2 日 学部教務委員 会
教授会
13 日 専 門 教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
15 日 後学期授業開始
17 日 人事教授 会
23 日 循環器検診
24 日 学部教務委員 会
学部補導委員 会
27 日 論集委 員 会
29 日 学部補導委員 会
1 0 月 1 日 物品 定期検査
5 日 胃 の 検診
1 2 日 教授会
理学研究科委員 会
1 5 日 後学期授業開始
専 門 教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 8 日 国立22大学理学部長会議 （ 於 学士会館 ）
循環器検診
1 9 日 国立大学理学部長会議 （ 於 学士会館 ）
20 日 教職科 目 に 関 す る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン




4 ～ 5 日 胃 の検診
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国 立大学工学系事務 長会議 （ 於 横浜市 ）
9 日 物品 定期検査
15 日 学部教務委員 会
1 6 日 学部改革検討委 員 会
図 書委 員 会
1 7 日 教授会
工学研究科委 員 会
1 7 ～ 18 日 循環器検診
19 日 専 門 教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
22 日 後学期授業開始
23 ～ 24 日 北陸信越地区国 立大学工学部長会議
（ 於 福井大学 ）





1 ～ 2 日 12大学教養部長 ・ 事務 長協議会
（ 於 富 山 大 学 ）
3 日 推 薦 委 員 会
補導委員 会
5 日 物品 定期検査
9 日 胃 の 検診
1 1 日 教授会
1 5 日 昭和59年度後学期授業開始
1 7 日 補導委 員 会
予算委員 会
24 日 循環器検診
31 日 推薦 委 員 会
内地 ・ 在 外研究員 に 関 す る 委員 会
人事教授会
教授会
附 属 図 書 館
10 月 4 日 物品 定期検査
5 日 聞 の検診





15 日 電算化 ワ ー キ ン グ グループ打合せ
22 日 第 4 回 商議会
23 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富士通 S E と
の 打合せ
24 日 循環器検診
29 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ打合せ
30 日 電算化 ワ ー キ ン グ グ ルー プ打合せ
ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー
1 ～ 3 日 物品 定期検査
9 日 胃 の検診
23 日 循環器検診
保健 管 理 セ ン タ ー
1 0 月
4 ～ 8  B 物品 定期検査
9 日 胃 の 検診
1 1 日 昭和59年度北 陸 5 大学合同健康増進合宿 セ
ミ ナ ー 第 2 回打合せ会 （ 於 金 沢大学 ）
19 日 第 8 回 全国大学保健管理協会北陸地区保健





1 0 月 1 日 後 学期授業開始
4 臼 物品定期検査
4 ～ 7 日 第 25 回 経短祭
9 日 胃 の 検診
12 日 第34 回 国立短期大学主事 ・ 事務 長 会議
（ 於 竹橋会館 ）
1 9 日 第 7 回教授会
第 2 回教務委 員 会
23 日 循 環器検診
25 日 第 l 回 入学者選抜学 力 試験委員 会
昭和59年 1 1 月 1 日 発行 学 報 第252号
資
料
昭和59年度富 山 大 学学部学生数 （ 昭和59年 10月 1 日 現 在 ）




学部 学科 （ 課 程） 1 年 次 2 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次
定員 定員
男 女 計 男 女 E十 男 女 E十 男 女 E十 男 女 5十 男 女 E十
人 文 学 科
90 360 38 52 90 8 3 1 1  28 49 77 42 50 92 51 43 94 167 197 364 
人文
語 学 文 学 科
80 320 14  66 80 6 7 13 2 1  73 94 26 57 83 43 56 99 1 10 259 369 
言十 170 680 52 118 170 14 10 24 49 122 17 1  68 107 175 94 99 193 277 456 733 
r附宣教員養成課程 140 560 26 119 145 3 。 3 25 1 1 3  138 48 91 139 43 1 16 159 145 439 584 
中特立教員 養成課程 50 200 20 25 45 5 2 7 1 7  27 44 23 25 48 36 23 59 101 102 203 
教育 養護学校教員養成課程 20 80 1 19 20 。 5 14 1 9  3 18 21 19 20 10  7 1  81  
幼稚園教員養成課程 30 120 。 30 30 。 。 29 29 。 29 29 30 31 1 1 9  120 
自十 240 960 47 193 240 8 4 12 47 183 230 74 163 237 81 188 269 257 731 988 
経 済 学 科
120 480 108 12 120 33 。 33 90 1 1  101 99 7 106 135 9 144 465 39 504 
経 営 学 科
120 480 臨 事＆ 23 2 25 29 104 98 14 1 12 1 18 14 132 習量 88 車高91  29  120 75 405 493 
経済
経 営 法 学 科
60 240 52 8 60 12 13 43 12 55 51 8 59 58 5 63 216 34 250 
300 1 , 200 ※ 49 桜 68 3 7 1  208 52 260 248 29 277 3 1 1  28 339 百経 161  ※ 251 300 1 , 086 1 , 247 
数 学 千ヰ 40 160 27 13 40 1 1  12 22 14 36 38 7 45 24 6 30 122 41 163 
物 理 学 科
40 160 39 2 41  20 3 23 38 2 40 37 3 40 32 3 35 166 1 3  179 
化
学
手ト 40 160 21 19 40 5 6 24 16 40 24 18 42 15 12 27 89 66 155 
理
生 物 学 科
30 120 2 1  9 30 6 2 8 24 8 32 18 9 27 19 8 27 88 36 124 
地 球 科 学 科
30 120 30 。 30 13  1 14 28 4 32 20 7 27 24 2 26 1 15  14  129 
言十 180 720 138 43 181 55 8 63 136 44 180 137 44 181 1 14 31 145 580 170 750 
電 気 工 学 科
50 200 49 。 49 23 。 23 41 。 41  55  。 55 48 。 48 216 。 216 
工 業 化 学 科
45 180 35 10 45 15 。 15  42 4 46 37 4 41 38 4 42 167 22 189 
金 属 工 学 科
40 160 40 。 40 31  。 31 27 。 27 30 3 33 40 42 168 5 173 
工 機 械 工 学 科
50 200 50 。 50 25 。 25 51 。 5 1  55 。 55 32 。 32 213 。 213 
生産機械工学科
40 160 40 。 40 22 。 22 38 。 38 44 。 44 30 。 30 174 。 174 
化 学 工 学 科
40 160 38 40 28 。 28 24 2 26 37 。 37 43 4 47 170 8 178 
電 子 工 学 科
40 160 39 40 10 。 10 38 2 40 41 42 36 。 36 164 4 168 
言十 305 1 ,  220 291 13 304 154 。 154 261 8 269 299 8 307 267 10 277 1 , 272 39 1 , 31 1  
メ6- 言十 1 , 195 4 , 780 離 416 ※ 299 25 324 701 409 I ,  1 10 826 351 1 ,  177 867 356 1 , 223 業 1 , 557 ※ 779 1 ,  195 3 ,472 5 , 029 
（ 注 ） ※ は 私 費 外国 人留学生 1 名 を 含 む。
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昭和59年度大学院学生 数
（ 昭和 59年10月 1 日 現在 ）




男 女 計 男 女 計 男 女 言十
数 A寸比ー 専 攻 8 16 2 。 2 3( 1 ) 。 3( 1 )  5( 1 )  。 5(1 ) 
理
物 理 学 専 攻 8 16 7 。 7 4 1 5 1 1  1 12  寸点以ー． 
イじ ：ふ子主主． 専 攻 10 20 4 2 6 9( 1 ) 。 9(1 ) 13( 1 )  2 1 5( 1 )  
研
生 物 学 専 攻 8 16 2 2 4 4 。 4 6 2 8 
JE 
地 球 科 学 専 攻 8 16 3 。 3 3 1 4 6 1 7 
科
言十 42 84 18 4 22 23(2) 2 25(2) 41(2) 6 47(2) 
電 気 工 学 専 攻 10 20 6 。 6 7 。 7 13 。 13  
工 業 化 学 専 攻 10 20 10 1 1 1  5 。 5 15  1 1 6  
工
金 属 工 学 専 攻 8 16 ※ 10 。 ※ 10 9 。 9 ※ 19 。 ※ 19 
寸品ゐー
機 械 工 学 専 攻 10 20 2 。 2 3 。 3 5 。 5 
研
生産機械工学専攻 8 16 4 。 4 3 。 3 7 。 7 
JE 
化 学 工 学 専 攻 8 1 6  4 。 4 6 。 6 10  。 1 0  
科
電 子 工 学 専 攻 8 16 5 。 5 8 。 8 13  。 1 3  
言十 62 124 ※ 41 1 ※ 42 41  。 4 1  ※ 82 1 ※ 83 
※ ※ ※ ※ 
メ日h、 計 104 208 59 5 64 64(2) 2 66(2) 123(2) 7 130(2) 
（ 注 ） （ ） 内 は 57年度 入学者で内数であ る 。
※ は 私 費 外 国 人留学生 1 名 を 含 む。
昭和59年度専攻科学生数
（ 昭和59年1 0 月 1 日 現在 ）
区 分 入学定員 男 女 メ口入 言十
文 学 専 攻 科 10 4 3(2) 7(2) 
教 育 専 攻 科 5 1 5 6 
経 済 学 専 攻 科 1 0  2 。 2 
メロ>.. 計 25 7 8(2) 1 5(2) 
（ 注 ） （ ） 内 は 58年度入学者 で内数であ る 。
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（ 昭和59年 10月 1 日 現在 ）
耳患 講 生 研 ワ7E 生
区 分
男 女 計 男 女 計
人 文 且寸tー． 部 1 2 3 。 1 
教 育 ぶ寸旦ー， 音日 6 5 1 1  
経 済 学 音E 4 。 4 
理 A寸Xー， 部 1 1 2 4 。 4 
工 寸A主んー 部 2 。 2 ※ 3  。 ※ 3  
教 養 音E 4 。 4 
メ口入 E十 14  8 22 ※ 12 。 ※ 12 
学 部 卒 以 上 1 2  5 17  ※ 12 。 ※ 1 2 
上 記 以 外 2 3 5 。 。 。
よ，｝ 言十 1 4  8 22 ※ 12 。 ※ 1 2 
（ 注 ） ※ は 中 国政府派遣研究留学生 1 名 を 含む。
昭和59年度経営短期大学 部学生数
（ 昭和 59年 10月 1 日 現在 ）
入学 総 1 年 次 2 年 次 3 年 次 ム口、 日十
区 分









経営管理専 攻 60 180 33 12 45 27 20 47 47 8 55 107 40 147 
経 営 ・ 法 律専攻 40 120 25 7 32 20 9 29 32 14  46 77 30 107 
止o" E十 100 300 58 19  77 47 29 76 79 22 1 0 1  184 70 254 
。 退斤， 退室の際 に は ， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ スの消 し
忘 れ， タバ コの吸般の後始末 に 十分注意 し ， 盗難の防止 ・
火 災の予防 に 心がけ ま し ょ う ．グ
じ竺：
とこと省エ ネ ・ 省資源に協力 し ま し よ う グ
qtu 
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 4 
電 話 （ 33) 3 3 5 6 間
